
◆ 美術科の授業を通して養う力と態度 ◆

（1）楽しく美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を創造していく意欲と態度を育
てる。
（2）対象を見つめ感じ取る力や想像力を高め、豊かに発想し構想する能力や形や色彩などによる表現の技能
を身に付け、意図に応じて創意工夫し美しく表現する能力を育てる。
（3）自然の造形や美術作品などについての基礎的な理解や見方を広げ、美術文化に対する関心を高め、よさ
や美しさなどを味わう鑑賞の能力を育てる。

【題材の目標】

1. 絵画「なぜか気になる情景」
(1)形や色彩、全体の様子などに着目し、そこから生じるイメージをとらえ、絵の具の使い方を工夫して表
す。
(2)身近な場所のイメージなどをもとに、形や色彩、構図などの工夫を考え、構想を練ったり鑑賞したりす
る。
(3)気になる場所を見つけ、その特徴をとらえて表すことに関心を持ち、意欲的に取り組む。

2. デザイン「文字っておもしろい」
(1)文字や文字が意味するものの形や色彩に着目し、伝達するイメージをとらえ、絵の具などを工夫して見通
しを持って表す。
(2)文字の意味やイメージ、伝える場面をもとに、わかりやすさと形や色彩などの工夫を考え、構想を練った
り鑑賞したりする。
(3)意味や美しさなどを考えて文字をデザインすることに関心を持ち、意欲的に取り組む。

4. 抽象表現「見えないものを表す」
(1)形や色彩、その組み合わせに着目しイメージをとらえ、表す。
(2) 擬音語や音楽のイメージをもとに、形や色彩の効果を考え、構想を練ったり鑑賞したりする。
(3)イメージを形や色彩で表すことに関心を持ち、意欲的に取り組む。

5. 鑑賞
(1)構図や色彩などに着目し、印象などをとらえる。
(2) 描かれている人や情景、構図や色彩、作者の工夫について考え、鑑賞する。
(3) 絵に描かれた世界、作者の意図と工夫などに関心を持ち、意欲的に鑑賞に取り組む。

１年 時間数 1.3 　/　週

使用教科書

副　教　材

・美術1　美術との出会い（日本文教出版）

・美術　表現と鑑賞－栃木県版（開隆堂）

教　科 美術 学　年

学習の目標
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評価基準

各月における進度予定

評価の仕方
・課題への取り組みと内容　　　　　　　・授業内での活動や発言・態度
・提出期限の厳守　　　　　　　　　　　・定期試験の点数

課　題 １学期 ２学期 ３学期

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　感性や想像力を働かせて、美術作品な
どから良さや美しさなどを感じ取った
り、美術文化を理解している。感性や造
形感覚などを働かせて、表現の技能を身
につけている。

　造形的なよさや美しさを味わい、表現
や鑑賞の学習に取り組み、発想豊かに構
想を練っている。

　美術の創造活動の喜びを味わい、
主体的に表現や鑑賞の学習に取り組
もうとする。

鑑
賞

作品鑑賞②尾形光琳『燕子花図（右隻）』

単　　　　　元

制作

制作

調整・公募展出品準備

ガイダンス・美術用具について

一点透視図法

下書き

さまざまな技法で描く

季節をを表す

作品鑑賞①ロックウェル『通行止め（交通渋滞）』

音楽を絵に

鑑賞：グループワーク

擬音語を形に
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鑑賞・アイデアスケッチ

制作

制作

レタリング（明朝体）

風景のトリミング・エスキース (iPad使用)

二点透視図法・三点透視図法・空気遠近法

制作

制作

レタリング（ゴシック体）



ワークシート③色彩理論の学習

色彩理論の実践

混色トレーニング：机の色の再現


